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1.　はじめに
　多摩大学では、2012 年に開学以来初の体育会運動部としてフットサル部が創部された。フッ
トサル部の日頃の活動や、大会での活躍は、大いに大学を活性化し、明るい希望をもたらして
いるように思われる。しかし一方で、我が国における大学スポーツの状況は、競技レベルの高
度化の一方で、大学スポーツ界激変の副作用として危惧される面も多々見られるのではないか
と考えている。重要なことは、運動部が長期にわたって大学にとってよい存在であり続けるた
めに必要な条件を維持することであり、具体的には筆者は、大学スポーツが競技化、専門化、
高度化の流れにあることを認識しつつ、手段的側面の価値を失わないことが重要であると考え
ている。
　今日、社会からスポーツにむけての要請は明確に競技結果であり、錦織、ラグビー女子やバ
スケットボール日本代表、などを見るまでもない。一方フットサル女子日本代表は、2015 年 9
月にマレーシアにおいてアジア大会に参加し、準優勝しているにもかかわらず、日本サッカー
協会のホームページに掲載されている程度であり、ほとんど報道されていない。スポーツの立
ち位置自体がメディアに依存し、決まるという事実に関わらず、大学の競技スポーツの独自性
や長所を保つために何が必要か、を見極める必要がある。諸般の状況を見渡しつつ、体育会運
動部にとって望ましい環境、望ましいマネジメントスタイルを探ることに資する知見を得るこ
とが本稿の目的である。
2.　大学スポーツと、大学スポーツアスリートをめぐる現状と課題
　大学スポーツの今日的状況として、以下のような点を指摘することができる。
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2.1.　競技高度化
　日本の大学スポーツは、もともと日本における主要な大学による紳士協定的な組織に基づい
て展開される競技であり、そこにおいて心身の鍛錬や、篤い人間関係の構築、母校愛と凝集性
などが主テーマであった。同時に、伝統的な大規模大学にとっては、広く社会の各分野に広が
る OB と現役学生、教職員その他のステークホルダーが繋がるためのメディアとしての役割を
も果たしていた。しかしながら、
（1）…後発の新興大学のブランド構築の重要な手段として取り入れられることによって競技とし
ての高度化が進んだ。指導者も、大学の教員や OB 主体ではなく、高い専門性を持った人
材を教員として招聘したり、あるいは監督者として雇用するなどして取り込む動きが進ん
だ。　
（2）…こういった流れの中で、かつて「名門」と呼ばれた大学運動部の多くが、リーグにおける
順位を下げ、選手の獲得にも苦労する、という姿が多くなってきている。かつてスポーツ
全般で名門といわれた R 大学では、2000 年ごろから、著名人の卒業生などが資金を提供
して「1 億円プロジェクト」を展開、運動部強化策の学内プレゼンテーションを行って補
助金の予算を配分するなどしており、いくつかの運動部が、また上位に上がってきた。
　こうした動きは、学生の獲得を課題とする地方大学にも大きく広がっており、スポーツを主
たる活動として高校時代を過ごしてきた人材の受け入れ先ともなっている。したがって、特別
待遇を受ける一部のエリート選手にとどまらず、運動部でプレーすることを前提として入学す
る学生が一般化したことによって、そういった学生を対象としたカリキュラムを別途作ること
で進級、卒業に配慮したり、あるいは学部学科をこれと見合う形で改革するなどの事例も多く
見ることとなっている。　
　また、1990 年代ごろから始まったこういった流れの中で、一時期、いわゆる不祥事も多発
した。渉外対策として、マスコミを含めた外部ステークホルダーとの接し方についての教育を
行うなど、実業団やプロチームにも似たマネジメントも実行されている。
　大学にとっての広告塔という意味合いでこういった運動部を見た場合、その費用対効果につ
いては、一概に評価することはできないが、知名度上昇によって、認知度を上げるということ
だけでなく、もはや、スポーツ選手を何人獲得するかが、入学定員を確保することに影響する
までに至っている。
　このような全体の流れからすると、大学の経営環境の変化がはからずも大学スポーツの高度
化、競技化を促進した面があるとみることができ、卒業後のプロや実業団、クラブのいわゆるトッ
プクラスの競技への選手の提供元としての位置を強めていると考えることができるのである。
2.2.　アスリートキャリアに見られる変化
　選手の側にも、大きな変化が起こっているとみることができよう。
　全国高等学校体育連盟（高体連）によれば、2015 年と 2026 年を比較しても、全国の選手登
録者総数は120万人台と、ほとんど増減はないかに見える。登録学校数においても、男子48万校、
女子 39 万校、という数字は、それほど大きく減っているものではない。しかし、公立高等学
校におけるスポーツ専攻科の設置や、東京都立高等学校におけるスポーツ強化指定などの流れ
が起こっている一方で、センター入試に代わる達成度テストの導入などが検討されてきており、
高等学校のスポーツ選手にとっても、「文武両道」（ここでは、競技スポーツへの参加と大学受
226125_多摩大研究紀要_No20-4校02.indb   158 2016/01/29   21:59:36
－ 159 －
多摩大学研究紀要「経営情報研究」No.20  2016
験の両立）がますます困難になる環境となっているのである。こういった背景から大学に進学
するアスリートは、AO 入試などによって入学し、アスリートに対応したカリキュラムを通じ
た学修をすることとなり、競技者としての専門化がより進むこととなる。国代表クラスといえ
るトップクラスの選手の予備軍は、かつては高校から直接社会人へと進むことが多く、成功す
る自信が十分に持てない選手こそが大学に進学していた。しかし今日では、トップクラスの選
手でも、先々のために大学卒の学歴を確保しに走る、という需要と、よりハイレベルな選手を
必要とする大学の事情が結びついて、「高度に専門的スポーツ選手」が、高校から大学へと進
学する、という流れが本流となりつつある。また、競技に専念する期間も、高等学校でもサッ
カーやバレーボールなど多くの競技で高校 3 年生の 12 月～ 1 月に最後のメインイベントが用
意されている競技が増え、受験との両立はますます困難になり、また、大学生アスリートの就
職についても、就職活動期間の長期化から、競技との両立はむつかしくなってきており、大学
体育会専門の就職ナビの運営を行う企業なども出現している。つまりは、アスリートとして存
在し活動するためには、そうでない生徒、学生の取り得る手段を捨てざるを得ない状況を、選
手が受け入れる必要があるということである。
2.3.　大学体育会運動部におけるスポーツ価値観の変質と単一化
　このような背景のもと、大学体育会運動部での学生の在学過程も変化することとなる。入学
と同時に入部し、大学アスリートとして過ごす選手たちの過程を「社会化」の視点で見れば、
一般学生との交わりの少ない環境下で、彼等彼女達は、「スポーツ活動を通じた社会化」とい
うよりも、「隔絶されたスポーツ社会、スポーツ集団の規範への社会化」を体験することにな
ることが危惧されるのである。幼少期からスポーツに専心している場合、早い段階で、「勉強
で頑張るのか、それともスポーツで頑張るのか」の二者択一を迫られて、スポーツを選んだと
いう裏で「勉強を捨てた」という潜在的意識をもちつつ競技に取り組んできた場合、自分が身
につけてきた規範や行動様式その他の資質が、産業社会において求められるそれと、一致して
いるか否かについて確信が持てない状況に陥る恐れがあるのではないか、と思われるのである。
　競技スポーツといえども、例えば全国の医学系大学、学部によって構成される「東日本医科
学生選手権」「西日本医科学生選手権」を統括する医学部におけるスポーツ組織は、一般の大
学の体育会の反対の極にあると言ってよい。医学生が国家試験を目指した学修と並行して取り
組むスポーツ活動は、まさに、「文武両道」を目指す営みであり、医者たるもの体力があり、
スポーツを通じて得た対人関係構築能力を持っているべきである、といった考え方をもとに、
競技に取り組む。これはあくまでも、よき医師になるための手段であり、競技における勝利や、
それを目指すための活動全体自体が、終局の目的とはなりえないものである。「勝利至上主義」
という言葉が言われて久しいが、競技者の置かれている社会的状況を鑑みれば、それは単に競
技者やその周囲が他の価値に比して勝利の価値を過大評価する、との単純論ではなく、勝利の
周辺に存在するスポーツをめぐる多様な価値の形骸化とどう戦うか、という課題であるという
ことが言えるのではないかと思われる。
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3.　今後の展望と研究課題
3.1.　今日の大学アスリートに適したキャリア形成環境整備をめぐる課題
　競技スポーツに専従する子供たち、中高生、大学生にとって、今日のスポーツ環境は、非競
技者と同じ活動をしつつそれに付加する形でスポーツ活動を「足す」という形をもはや受け入
れはしない。しかし、親や周囲の人々も、それを積極的に容認し、活動を応援するのである。
大学卒業後に、その延長線上の競技生活が成立するアスリートにとっては、特に問題ないこと
であるが、選手としての生存競争に敗れた側はその時点で大きな危機を迎えるといわざるを得
ない。しかし、だからといってアスリートは、競技の領域と、「普通の社会人になる」領域の
間を行き来できないのであるから、環境の側が選手たちに対応することが必要である。
　具体的には、スポーツ集団の内部に、（一般）社会の規範を内面化することに資する社会化
のシステムを包含していることが求められるということである。日本プロサッカーリーグにお
いてセカンドキャリア形成支援体制の構築が長らく大きな課題となっているが、引退後の選手
の就職先の開拓、という表面的な課題のみならず、選手がいずれ選手でなくなった時のための
社会適応の準備を促す機能を、チームやクラブ、運動部といった集団そのものが内包している
べきである、ということである。
　今後、大学体育会運動部の中で、このようなポリシーを持っているとみられる複数の運動部
について調査し、そのプロセス（具体的にどのような過程を持つことによって、専門化したア
スリート集団の中で「社会化」が達成されるのか）や、アウトプット（選手の卒業後の状況）
について把握することが肝要であると思われる。
3.2.　本学における、体育会運動部に所属する競技者のための、カリキュラム開発
　これまで多くの大学は、運動部において活躍が期待される選手を迎える一方で、既存のカリ
キュラムを前提に、学生への要求水準を適切に調節するなどの方法を通じて、卒業に必要な条
件を満たすように導いてきたと考えられるが、先にも指摘した通り、もはや非競技者の学習環
境と、アスリートとしての領域を行き来しつつ進んでいくことが、難しくなっている。
　競技における結果を求めると同時に、アスリートにとって適切な、独自の「よい社会人にな
る」ための過程が、競技生活の中に用意されていることによって、はじめて、「育成」「人格形
成」の機能を備えた運動部となることができる、と考えられる。具体的には、「勝つための様々
な活動が、同時に、社会人を育てることを意識したものになっている」ということである。知
識系教育だけでなく、様々なスキル開発、能力開発を幅広く考えて、競技スポーツとジョイン
トする、という発想が必要であろうと考える。
　これは、入学するアスリート学生が、「勝利請負人」という意識ではなく、自分自身を成長
させる場として大学を選ぶことにもつながる点でも重要であると考える。
4.　まとめ
　今回、変わりつつある大学体育会運動部の状況を踏まえて考察したが、「人材育成」の観点
から再度大学体育会のありようについて歴史的、社会学的、教育学的なアプローチを加えてい
くことが必要であろうと考える。
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